
 

 

 

 

 

 

3階の改修工事が終了し、きれいになった6年生教室に子供たちの元気な声が戻りました。子供

たちは、「ただいま」「きれいだね」などと教室に声をかけて教室に入っていました。卒業まで、70

日を切りました。きれいになった教室での思い出を少しでも増やしていきたいです。 

 

 

 

 国語科の学習では、古典芸能の世界を体感しています。最

近では、お笑い芸人が古典芸能の歌舞伎や狂言を使ってコン

トや漫才をするなど、少し身近に感じるようになりました。

国語の教科書に載っている「柿山伏」は狂言の中でも有名な

作品です。「柿山伏」は、お腹の減った山伏が、柿主の柿を盗

んで食べてしまうお話なのですが、子供たちは柿を食べたこ

とを柿主に隠し通そうとする様子を共感的に捉えていまし

た。特徴的な話し方

や、リズムの取り方、動き方等がおもしろそうだということ

で、登場人物になり切って音読してみることにしました。初

めは、恥ずかしいと言っていた子供たちでしたが、練習を始

めると、まるで学習発表会のときのような演技力を見せて

くれました。 

この学習をきっかけに、様々な日本の文化に触れてほし

いと思いました。 

 

 

 

11月 12日校内持久走記録会がありました。晴天にも恵

まれ、絶好のマラソン日和でした。この日のために、子供た

ちは毎朝練習に励んできました。しかし、体育の練習は、6

年生だけで行っているので、５年生と一緒に走ることにド

キドキしていました。実際に一緒に走ってみると、想像以 

上に 5年生が速くてびっくりしたようです。それでも、自 

分の力を最後まで精一杯出し切った子供たちは、とてもす 

がすがしい顔をしていました。 
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 11 月 11 日釜ヶ淵ぴーこーずのみなさんが、演奏会を開いてくださいました。今年度も、コラボ演

奏が実現しました。曲は「木星」です。去年の6年生の演奏が心に残っていたようで、あの時の6年生

のようにかっこよく演奏したいという思いで練習を重ねました。一人一人が自分の担当の楽器をちゃん

と演奏できるようにと励み、休み時間や家で練習する子もいました。一人一人ががんばったものをみん

なで 1 つの形にすることで、子供たちは大きな感動を得ていたようです。子供たちの感想を紹介しま

す。 

 

「紅蓮華」や 

「パプリカ」など 

楽しい演奏で 

盛り上がったよ！ 

様々なリコーダーの

旋律が、美しい 

ハーモ二―となって 

響いていたよ！ 

鍵盤ハーモニカを 

かっこよく立てて 

演奏したよ！ 特訓の成果が 

出せたよ！ 

 わたしは、ぴーこーずのみなさんと一緒

に「木星」を演奏できてうれしかったで

す。初めて、「木星」を演奏したとき、全

然できなくて悔しい思いをしました。だか

ら、毎日練習をしてきました。だから今日

の演奏は100点です。ぴーこーずのみな

さんの演奏を聞くととてもきれいな音だっ

たので、わたしもぴーこーずのみなさんの

ようになりたいと思いました。 Ｈ・Ｙ 

 本番になると少しだ緊張してきて、指が

ちゃんと動くか不安でした。けれど、落ち

着いて楽譜を見てちゃんと弾くことができ

ました。5年生の「威風堂々」の息の合っ

た演奏を聞くと、今まで一生懸命練習して

きたのだとよく分かりました。 

ぴーこーずのみなさんの演奏は、やっぱ

り音と音がぴったり合っていて、自分達と

は比べられないほど上手でした。Ｔ・Ａ 


